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I It じめに

1935年 IJJのj基義会議に始まる中lJJ共産党内に

おける毛沢東のリーグーシップとイヂオロギーの

成長過程にっし、て，筆者は本誌において時期を分

けて既に；l[,sJにわた e 》て；l命を進めてきたが（比一Il, 

本稿はその第4[IT］日に肖たり， これ合もってこの

問題につし、ての筆者‘の寸車の試論的概観は完結すー

-, 
〈占。

本稿で検討を試みる問題は，第3，（命文の後をう

けて，延安整風運動の末期に噴出してきた毛沢東

崇拝が，党史学習運動を通じて理論的基礎づけを

与えられ，党のイデオロギー・神話としての「毛

沢東思想Jの創出において，結実する過程である。

そして最終的にはこの「神話」の内容や性質， お

よび党の指導ク、•＇｝レーグの内部におけるその凝集力

庁ー r毛という特定の指導者の名に結びつけられた

教義が，集団にとっての共有の信条体系となるこ

とによって， いかに集団の連帯性を強めていくか

に内包される微妙な政治的力学が， 問われる
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ことになるのであるo それらの検討は，また，筆

者が第1論文の冒頭において提起したすぐれて現

在的な聞いに対する一つの回答ともなるであろ

う。では次に， そうした議論のここでの出発点で

ある 1943年からの中共党内の動向の分析に，直ち

に入ることとしよう。

( ii 1) 「斗Il司共斥党にわける［iJ（東の権威につい

-1 (l)(II) （『アンア総I斉』， 1970；ド 1J J, 19701ドリ

J J ), I ill; ’Ii. 件以週五~） hで／l(jf{JJカリスマ化」（『7γ ア

f.i' J九』. Jll70'F 12JJ）け

II 毛沢東崇拝の噴出： 1943年

1 !M:3年は，毛沢東のリーダーシッフ。の勝利を確

定した年であった。この時期になると 1941年以来

抗il根拠地において， 毛沢東のイニシアチーブの

もとで精力的に推進されてきた大衆動員の諸政

策が，効果を現わし，根拠地は深刻な「危機Jを

のり切ったことが， ょうやく明らかとなった。好

転しつつある情勢をみながら毛沢東は， 1942年12

月の快甘寧辺区高級幹部会でのかれの経済と財政

問題についての報告の中で， 「1941年一42年12月

の第二段階で，生産自給の基礎は完全に確立した」

し， 「われらはすでに困難を突破し，また，突破

し－:iつあるjとのべた〔注1〕。朱徳も1945年4月の

軍事問題についての報告の中で， この時期を回顧

して， 「1942年の冬，葉中，葉南，葉東の各解放

区工作は回復し，華北解放区は再び拡張の新しい
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Ⅳ　毛沢東の思想から「毛沢東思想」への転換
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り，その後の状況の大きな変化にもかかわらず，そ

れらは現-r-r＇ごも非常 iこ大ぎな実際的意義を依然と

しても.--::i. Iるとのベ守そこに含まれる［多くの基

本的原則」を長期にわたって革命運動のために応

用すべきであると主張したのである。この主張は，

さらに続く陳の言葉 わ点、党の創立以来，中国

社会と中1£1革命の問題を理目前上全面的に，完全に，

また実際的に解決でき，すべての中間の革命事業

の前進を長期にわた円て指持したのit，毛沢東同

志である によって強めれれた。つまり，陳は

毛の戦略論が中共の革命溜動の全時期において主

要な指導的役割をはたしたという，誇張された伝

説（le日じIll＼）をつくりあffた，nである。よとじて，陳

は1943if7月の王稼梓の［毛沢東思}ll.Jの定義を

引用して，毛を中共の「政治的統師」と「理論的

統師」と呼んだのであるο 第3に，陳はここで1

年後の！佳史問題の決議；二現われるロンア間学生派

への批判の諭旨とパターンを，初歩的にではある

が提出している。 ここでは陳はロシア留学生派の

政策の磁l在性を批判し む／）政策の弾力性の利点

を説明し、そfLに対置し亡・， '-(1。しかも長七興味深

いことに，陳はロシア留学生派の政策への批判を

行なった劉少奇の論文一ーその多くは1945年4月

の歴史問旭決議に再び引用された一一ーによって，

かれの主張を補強して十るのである。そして，陳

は，「当時室，j少奇同志が李立三路線および新李立三

路線と三の問題に関して行なった論争は，劉少奇

同志が1ELく， 李立三路線と新李立三日存続が誤っ

ていたミとが，歴史によって証明された」とのベ

て，毛沢東と並んで劉少奇の白区路線の正しさを

承認したのである。しカ•L ‘第 4 に， Iリ 1°1年 5 月に

は，翌年にロシア留学生派の重大な黙りのーっと

された“描建人民政府事件”には， 明確な評価は

定っていなかったようにみえることを，陳は暴露

している。陳は「ここでは十九路軍事変の時のわ

れわれの失敗については，分析はしないjとのベ

て，この微妙な政治的意味をもっ問題の本質の追

求を避けている他5）。第5に，陳は“毛沢東問志

の思想、の特徴”が， マルクス， zンゲJレス，レー

ニン，スターリンの思想及び「当時のコミンテル

ンの路線jと「まったく同じ」であることを証明

するのに大変な努力をはらいながらも，毛の「学

習と時局jにおける主張と符合して，六全大会の

欠点にふれている その内容にふれることなく

一ーのであるo要するに，党史学習工作における

陳伯達の役割は， 1943年7月の劉少奇の言葉をつ

かえば「メンシェピキJであると規定されたロシ

ア院学生派からコミンテノレンの権威を切り離し，

それを毛の思想、に結びつけた上で，毛の 1924年以

来の戦略論の中国における正当性を体系的に説明

することであった。陳伯達の二つの論文は，翌年

4月のf決議jのための序説であり，中共に残され

た仕事は，その「決議」において，前指導部の「棋りJ

を上り積極的，体系的にえがき出すことであった。

一方，王明に対する攻撃は， 1935年以前の事柄

についてとともに， 1937年11月の抗日統一戦親政

策に関しでも始まっていた。高闘は，隈甘寧辺区

高幹会の総括報告において 1943年1月13,14 

日一 突然， 「大会が未だ討論していない抗戦初

期の統一戦綾政策中の右傾的傾向を，徹底的に検

討せよ」と提議したのである他的。既にふれたよ

うに，抗日紘一戦線政策に関する毛と王明との違

いは，微妙であるにもかかわらず，政策におけるあ

る種の“失敗”は，王明が責任をとらされたよう

である。毛沢東も，1944年5月20日の演説で，1938

年に一部の同志は「陳独秀路線にいくらか似たあ

やまりを犯した」とのべ，事実上玉明を批判した

のである。かくして，王明は，江西，延安両時期を
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通じた“誤り”によって，盤風運動以後は完全に

政治的に没落した。

しかLながら，毛沢東の指導の無誤謬性を証明

する歴史問題決議は，いかなる真実を反映したも

のであったろうか。明らかにそれが権力の武器と

しての党史である以上， それが党派古りな政治的文

書としての性質をもっていることを無視するとと

は，あまりにもナイーブであろう。この文替のある

種の虚構性全J証明するためには， もち乃／し、江西

ソビヱト期内中共の活動についての徹底的な研究

を必要とするが，それにもかかわらず，今ここでそ

れほど的はずれでもないと思われる推定を下すこ

とは可能であるようにみえる。蒲作良は「i':l：西で

いく度九，m九れた毛沢東向身の言葉は．現在の
主張と一致していなかったJ位打ことに気づいて

いるが，わ党くしの一連の議論によって既に明ら

かなよ行；二『毛の思想、は，未成熟と未分化の状態、か

らの漸次的進化と新しい状況への適応の過程をた

どっていることが，再び認識されねばならない。

毛の思JtJ) jJt也と中共！） ｛デオロギー水準の発展

という見地l二立てば，この「決議jは，江西ソピ‘エ

ト期の党の指導の経験や誤り一一それとの毛沢東

の関係は重棲と違いを含んでいてあいまいである

一一ーを，実際Jこはその時期の毛沢東の思想、と行動

に照らしてでほなく， 19115年に中共が到達してい

た成熟した戦略的理解に基づいて，再検討したも

のであったとして理解されるべきである。

毛の理論と行動が，相対的には当時最も有効で

あったとしても，この「決議」は，1941年の劉少奇の

言い方をすれば，毛を含む党全体の共同の反省的

総括であった。そして， それが作為的に“誤った

向づけの明確化という実践的必要性に応えたもの

であると同時に，反面では，カリスJ的指導者のた

めの一種の政治的儀式（“誤れる指導者たち’‘ iこは必

ヂしも実質的打般の加わらない〉でもあった。事実，

博古（注8），張関天，王稼祥は延安盤風運動以後b

毛の信頼あつい有力な協力者であ－＇た。 しかし、

例外としての主明のみは，瑞金滞在の期間弘知U、

にもかかわらず， その時期の棋れる指導の主要資

ff許どみなされ， 主た延安時期にわけるかれfl.J',,Y 

（｝）理論と行動をためて，張111，ιムJ'i英の抗ii統 A

戦線政策での韻りの責任を追求され， 回辱的地位

に落ちこむのである。

u主党史学二円への態度として＇ 1り44年4j j iこ，
「思想闘争J合徹底的に行なうことと同時に， [, iJ 

；むの結集」のたつをあげているが， も沢東の「寛

大な方針」が生まれてくる〕3の理由には， 三の

l、うな党史検討の政治的メカニスムがあっ／こぴ川一

ある。しかし，過去の活の政策，－：~）いての批判と

自己批判は， 他の指導者・たちには適用されたとし

て仁毛とJ1J少tむについて』土、除外されたごとt

f：とたであった。

1945年5月に召集された中共の七全大会は，安1]

が毛を「天才的，創造的なマルクス主義者である」

とL、う最大限の賛辞を呈したことでよく知られて

いるが，毛の人と思想、に対する賛美で埋めんtl, 

毛沢東，朱億，務l少奇の三報告を通じて，中間箪

命の経験が総括された。 これらは政治，軍事，党

の建設についての［毛沢東思想！の要約でもあ〉

た。新しい党の規約には，「毛沢東思想、が党のすへ

ての工作の指針となる」ことが書き込まれた。か

くして，党史の検討を経て仕上げられた「毛沢東

王明 降、吉路線”と“正しい毛沢東 部j少奇 思想jという邑葉で呼ばれるようになった「一つ

路線”の対比という形式を通じて，表現されたので の教義J(doctrine）は，毛自身の思想そのものでは

ある。したがって，それは中共のイデオロギー的方 ないより大きな内容を含んだ党の公式のイデオロ
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Ⅴ　シンボル創出の対外的条件
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_¥- - ,_ J, イー、－ ，，弘 JI一つ それは中jじのよ｛，：Cfij,]I劫のr1，で＇r：み
/¥lされたわ :'1 :)Jる自Iii広と l'f<.11;!1を包汗したものであ

，／－：。それは，；＇2c'J胤守！全！メ！！央し／こ h't（勺]'rt1,t,r;1であ

,t二勺二，/J「思恕J:t，凹， Iヅ）要素によ ＇） てWi'1ぶされ

U 、る上う i：思えるハすな l）九，（1 ii涼f(l:i主が特別の

i1liiftl'I {c nf；わ， R・ン ' ！？を－ ,1.,、ソ rnじnja111i11仏、hwarts)

j』＂ ¥laけl討111、という－，－ /7 ，＂ミノケぷ信託 2：をj吉成

jゐ上ーC¥t’l宅 I，した I!)'.27～:l（）作三山ηE山！J(I)

ill 1-11 cと下！
L、山、＿，＿，人 lノ ぞれを 1rictとして;1Jイヒした11)45ff；主

と＇IIと1・11.r,, ）問日，！） :ff•切れを依然 l二して巨張 L ,., 

る；；1;::;j, とハ！？には＇（ Cll}g汚)j();, JiflJ仏政係，

1明UcどえlA」， ~:,, ,2: [Uヤト1>i¥iW1:fi・tて丸山ff土台M,

Y完rillL .iこ i（~lil｝，っ思／＂：；JJi1；υr:3) 1r，，命int,.11i也で形成
、~ t1 fこ，r,J七・;JLl 1 Cl) i1lliiD白；｝［，態度噌治神（spirit),
I丁削除式の／，，る；ii；分（叫に、 19-11～uq：ま・；－に）I;I必

（どれ／ニ）''.4: 自jj主的i二＿＿, ;1., '.1 －，；・し 一二ン Li主か心

lず〉手法1+,ziflJうfでわ 1:,

てjLi'{〔、 二（＇りしに f戸f口下－~It, 1，はや体系的

l こ ）t~月－ 1-{J /': ,;.'; iこtt、 ぁ；：り：： '1t ＼去 lei:~ ぷを〆j守

,h ‘あまりにし然 7仁 lf~ C ，、 ＇I況とと！とも：＇） （旬、思）

l .J. 
!,¥_ ごし；L ' Jこっ iリi:;.q.7)] じゅi少.＇，'iーがfjijIJ /] '1 

L ,Iここの［； し 1(1-lユ；fi:H <U七してし主

ったのであら。その思店、はもはや、そのf:f;f｛，：系性の

故に司：M:{:-;rn,1古モ（TJ恋志；二上〉ぐのみ， その運

！目 と適用が決定主れうるものとな J Zた。 1945年の

毛沢東思想lt 、 政治指導古どしてのじの卓越性lて

よ〉て自ll/Uされ、 11:11.1J,.-_Jj L、ご：上， Eのt'r'-越性を

支えるや！」日； ！： ic -，よこ。 それはヒ／ニf念大なJrli~事者－ o)

ォ：Yeと‘ i'Jiff,IJ：二と〉ての政d,1't(J必頃什ーによって

＂~＿HR さ jL／こ述成(1〕料品と II子人：ーどもてきょう。
( r. 1 ) LeけnanlSchapinら’FheConυnunist Par-

tγ。fthe Sοz,iet Union ('.°'Jc叫， York, 1960:,, p. 465. 
( z）『η｝/!J. 119;,9'.,./,. , .,- J ・i ;_;:,,, p；人L、［，／1

lnl （ー干／，I Ill),:(.,; : ＇、う「 ’1! 1051! (191けq4 l]'.!011), 

l'. lコgt:j(19411 ,'i , ISi ':・:.;, ＇タ. / • 'Tノ if!

打、1"''yヒザミ』の研究仁 J 》し、ごし＇），，己告があら。

(/1 3〕 IT'＇＇／：ずJ』，1951可8J; 1 L1に！lx.ic/:されている。

C :L 4 ) f'¥i 11'1述『内戦行則的反革命与ホ(tr』（党内
竹山読物，1944年5fl l lJ )o この資料；t1953＞ドに微氏

i'i'Jにお〈苛改められと『関子｜年内戦』というタイトノレ

ず／1¥iit＜さ jLてし、＜＇.，。

( i !: S ) :'4' 11'1 よ＂， 4:2ベ、ジ。

(lf:6) 『i実J!r午［実け寧・・・・・.JI,21ページ。

(,!: 7) Hsiao Tso-liang, Power Relations zε1ithin 

the Chinese Communist Afov’ement, 1930-1934 

(Seattle, 1961), p. 303. 

(/! 8) lc.~ ,',-[.~ l三ぜどではf!iJ'ill:i隠そ但討する良i宮沢

作目ケあ J 心 1944'11刀jめに（士、 i亨,i，－ヵ：エの1を，喜七、i’り

it象にイ（る7ころ弓とは，..，でく予想も亡きなかった L,

:,y ,¥vJ ,fr 1.，主への1945＞［＇ーの i]f;i立は，でのかれに iJずるb

>l( (.・ ,f: j t，のであろ正， JohnService i I守T二?'iiτう！＼－，

ーとL、之＇0

V シンボル創出の対外的条件

延安整嵐運動を通じて「毛沢東思想jという革命

運前の象徴がi手かびあがるのと平行して，その「思

,tr. Iの体現者としての毛沢東その人も，運動の象徴

左lよぺfこととを， われわれは主として中共の根拠

地内部の政治的条件から明らかにした。だが，この

時期の毛のリーダーシ、ソプがおかれていた外的条

件もまた， 毛を！事実上の民家を統合する象徴に押

しヒげるように作用していた。その一つの条件は，

同共関係の悪化であったG それは毛に自らを蔦介

石しつ対抗勢力として強く意識させた。 1943年7月

以後の『解放日報』における務介石の新著『中国の

命運1に対する批判は， そうした中共の対抗意識

(i)J克われであった。 q1 ::it f土8月末に「共産党なく

しζ，中肉なしjという由民党に対してきわめて挑

戦的なスローガンを公然と掲げたし， 1944年初め

の3：：子快の論文は，「毛沢東路線Jと「務介石のブ

ァシズ、ムjを対比してし、た(11:I )0 一方， 1941年の

llソ fよ11Jf乏条約の締結は， 中共に白立性の必要を

3ラ



Ⅵ　党指導部内での毛の思想の評価
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痛感させたであろうし， 1943年5月のコミンテノレ

ンの解散は，実質的には， 「中間のマルクス主義j

を発展させるよ二とを奨励してヤた。これ｝こ応えて，

劉少奇は1943年7月には，もう，ソ連を意味する

「遠くはたれた外国における革命の経験だけを学

習するJことの不十分さを指摘していた。 これら

の環境の変化は， 中共の支配位域において， j虫立

した自己の権威を樹立しよろとした毛のJ意欲を，

刺激したであろう。毛は1944年5月には，初めて，

1928年の中共の六全大会の「欠点jを指指し，問

機的方法で，権威の所在地をスターリンから中国

の側へ，すなわち毛白身へと移し始めたのであ

る。毛はこうすることによって，覚が必要として

いた革命運動の象徴に自らがなったのである。

党内における毛崇拝は，辺i互の大衆の間にι大さ
れていった。 1944年に映西省の農民によって「東

方紅」とし、う毛を賛える歌が作られたのは，偉大

な指導者毛についてのイメージが，農民のレベル

にまで渉透していたととを示すものであろう。

5郎、抗日意識を植えつけられた良民と多くの党の

カード1レと兵士（その90%は農民出身であった〉の中

にあってU，毛のイメーゾは共産主義者のそれで

あるよりは，むしろ，新しい中国を切り聞く民族

の解放者，または事実上の国家（それはゅの辺区

と約1億人の人口を有した）の英雄としてのそれで

あった。

（注1) 新四軍第四［町政治部出版『払暁雑ぷ』（No.

7, 1944年1月〕の郵子快「整風諭司II隊時事討論総結

報告」。

VI 党指導部内での毛の思想、の評価

七全大会は， R•V· ダニエルスの言葉を借り

れば，中共が「単一思想の体制」（A one-idea system) 

にだけで仕なく， 「単一人物の体制J(A one-man 

36 

system）に向かつて移行する公式の転換点であった

（注1＼上述のように、新しい党規約t土、党員がか

れらの信条体系の核心に， 特定の指導？？の名前ど

結び、ついた人格化されたイデオロギーを，信奉し

なければならなし、ことを規定していたじそして，

毛沢東は， 1945年4月に党中央委員会，中央政治

局，および書記処の主席に選H'1され， 次いで6J] 

中国人民革命軍事委弓会主席に任命されるや， ’；2 

の紐織と軍隊に対するかれの一元的な支配権は，

i泣終的に不動のものとなったのであるへかくして、

七全大会は， 1935年以来10年を費した毛沢東の権

減の形成過程の頂点

つ。

しかし，本稿によって，延安時期における毛の

イデオロギーとりーグーシ，Jの進化の過程iこ＇) 

いての一連の概観を終わるに当たって， われわれ

には，一つの重B廷でしかも微妙な問題が．最後に

残されているように思えるのである。それは，盤

風運動以後の中共党内において，毛沢東自身の思

想と，モの同僚た九の思想、との動態的な相互作用

は，より微視的にみると，現実には一体どういう

問題を含んでいたのが，とし、う問題である。

既に確認されたように，理論と政治行動Jの局面

で「毛沢東の道Jの独自な価値が，党の指導者た

ちの間で公黙と承認されたのは，やっと 1942年の

中期に護ってからであった。しかも，それは毛の戦

略思想、の形成が終わぺた1940年1月からさらに2

年以上を経た後の出来事であったのである。した

力主って，ここから一つの推論を導き出すとすれば，

毛の理論的著作は覚の内外でよく知られていたに

もかかわらず，その傑出した価値は，それらが出現

してずっと後にた－，てから宅やっと再発見されね

ばならなかったのである。事実，1942～43年にかけ

て，毛の同僚たムが初めてEの代表的な著作であ



Ⅶ　毛沢東の思想の凝集力
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「毛沢東同志を革命の実際行動家であるとしかミ''. ＇.＿，て YI円二したも J)i1、 その時期に書かれたも

）ごはな、、 ＇／（＇U'Li巨1fi!1 r!-1':fi Jノpqfl；の符 fl二であマ’ 抗戦時期になってか

それ以前はまだ理

歴史的事実に完全

あるし、は，

r:, :j!JJめて理論家になったので，

論家ではなかったとするのは，

に合っていないj吐い。

認めなかったり，

fj共産党

i'Ji民主主義論J である OL2 ¥ 
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とよりも，実践的な戦略家として評価する態度が，

党内にかなり潜在していたことを暗に示唆してい

るようにみえる。既にのべたように，劉少むは1943

年以後，毛を位大な思想家あるいは理論家へと昇

毛を理論家とし！味はこの時期においでさえも，亡、＇） ii ;Jjf.E'こすJi.‘；トJl c'l )J,: f ], 1()' 
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liJOk:iよ194:2年 ιi月；二、

h
f、

, ' -
1，・旬、

!1! 会

これをや1］外として， 192l)年代友期に，iJ:かれ,, .j' 

ニLC'I・ ム j車，）.＇l背 /1ごが円 ）~j されたのは， I 千141斗： :2fl 

治八期：ふらである上うに思えるの,, j , IL.ii花

一ぐ芯〉〆，：） i l上：， 'u 

二，：nような事実から，われわれは， 194:3年には

という党のシンホルが出現してL、

毛沢東が 1920年代かんの党の／こにもかん＇A〕らず，

r tu：京思Xt'I

II~［イ：＇！i土r1付1¥¥kll、＇dVi…』， 65ペジ。
I '7ミi正jするfこめに

l政治的治師Jであることを実証することより

もう少し多くの時間と努力が必要であった，

了埋日；占的統｜；可I」であることを

、二レ
I J、，

毛沢東の思想、の凝集力VII 

，
 

J
 

V
吋
也
『
に

毛沢東のイデオロギー中共の最高指導部内で，と推定しうるであろう。陳（11:i主の 1%1{f. 5月の

的地位がどの程度強固であったのかについてのわ

つまり毛に対する指

37 

次の間題，れわれの疑念は，

この問題との関連で興味液いのであ；；，.：のdt長；土、

るc すなわち，
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ヂ；ケロギー的差異に言及しておくことは必要であかれじ導者たちの二面的（ambivalent）な態度と，

というのは，この差異三そi士、1950年代か 1・,Yγ  

r_Jソ。のイデオロギー上でのこEとの撤妙な泣いの徴候を

更に強2めら;nる。たとえ のr:11共の指導部！？、iにおける潜在的葛藤を空h-1/L 検討することによって，

既に数た主要な要素のーペであったからである。朱楢は七全大会への報告においては，劉少奇ii, 

人の学者たちによって検討されてし、るように位3)毛沢東崇拝に対してははるかに冷静な

両者び））歩調〔／〉不調和をノ／：Lてむ、る

に較べて，

態度をとって， ti会i,i匝ft・の差異iJ，二1れぞれのノ：一、ノトリティ．

中共iこ力n入4る以前のN一年時代の体験Ji上び｛ヒ，

革命運動での役割などにおける差異を，

七全大会召；；）立少なことに，その宰rj少奇も，｛注1)。

反映した集の直前である 1945年4月の別の場所での演説で

それらは次のいくつかられる。ものであると決して毛沢東崇揮を鼓舞してはいII1，、のであは，

る。 の中心的論点に概括されうる。 jなわち，（1)%,'ilf土咋「婦人の活動」を論じながその宮1）の演説は，

くか閏革命における労働者階級の指導的役割を

一貫して重視しており，農民の役割を軽視し

ェ、ら大衆路線の原則を説明したものであゥたが，

，
 

〉
hbvp 

敢えて次のような発脅すら行こではillは反対に，

なったのである。 これに対Lて，毛l土19ゴG年9月以来，）；＇tていた。

なしていた悦4）。（2）劉は一種の「組織人Jであり

たし，毛は党を物神崇拝の対象とはしないむしろ

招組識的な政治家（politician）ケイフ。の人間であ》

jニ。（3）劉の理論的立場はボルシェピズムの:iE統的

！て肢も頼りになる勢力であと＇c}, 民を革命；こと英雄や豪傑や，皇帝や，神

解放されるものではなく，人民自

「人民はけっして、

仏によって，

ところカ＇， f〕

このJ誌を理解・ltず，

大衆を解欣しようとす

身の手ですくわれるものである。

れわれの同志のなかには，

大衆の土にのっかつて，

多rJしかし，理解の上により一層依拠していたが，

は党内問題の処理の方法においては，

これは思をほどこすとし、う搾取るものがいる。

スターリ L庁予史；土決して柊tti：二（主って階級の見出である。

創造されらものでじなL、J（註2）。 ぴ〉険倣者でt土なかべたし，大衆指導iこ関しては［柔

たとえば劉は民主集軟路線」の提唱者であった。この劉の古楽は，かれが1941年の論文において示

した指導者と党組織との関係についてのかれの観

この段階におヤて t,依然として；i1iててはい

集中が目的

とらなかっ

「民主は手段であり，中制について，

であるJ（洛市）というような解釈は，念を，

蜜1］は繰り返えし，大衆の自発性の重要性に言

及し，指導の漸進主義と柔軟性を強調した。一方，

毛は大衆の「発動」とし、う嘗葉に示されるように

「柔軟」と f強硬jの両路綿を内包した指導の理

怠をいだいていた（この点に関しては，；1111これま

で誤解されてきたように思える〉。

しかも，

劉はレーニンとスターリンを引用し

ないことを｜川らかにしているのである。

この演説で，

てはいるが， これら毛沢東には言及していない。

劉のE沢東栄拝の推進者としての

ほど速いというべきであろう。イメージからは，

のことがらは，

本稿の主要な劉少奇のイデオロギーの分析は，

中共内部の勢力関だがこうした泣いに加えて，それについての議論iまここテーマではないので，

その独係に対する劉の態度の最も顕著な特徴が，では限定せざるをえたヤが、それにもか治、わらず，

この劉という毛にとって最も有力で密 とこで注目されるべきであ

劉は延安時期の前半を混じて，

立性にあったととが，

ろう。すなわち，

毛沢東と，

接な同盟者となった人物との間にあった微妙なイ
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に対しては大幅に増輔された心理的影響を与えたち沢東にも 11シff習学生派にも等距離を保持して

そこでは人民戦争型政治こそ毛のと考えられる。!!HO介ごい、に;t3‘、てすん仁，安1J；土基本（t'')lこ可、Jこし司

指導権の正当性を支える基盤であるとして意識さとしての態度を保ちつft“独立的思考の持ら

それかくて，それは絶対fむされたのである。,j G, っ；ナて lι たよりに思え，：， cl）である。

C .ジ「政治的財産Jとなり，は毛自身の重大な安ljともによぺて代炎される党のしかしながら、

(Chalmers Johnson）の言葉を使えば，「独

その後の国家建設に適用さ

：！ンソシJi/ ,f,~指呼／1- 7・・ Iし- -f <J) /-J；市に心：「る二れらの微妙、

立変数としてJ（注6),それぞれが個別的に，!1'. ｛ヲゴオロギ｛の若異は，

;Jtるζ とになったのである。

ことで注目すべきことは，毛がしかしなカ1ら，

最高の指導的地位に立つことによって発展させる

1'149年以後にJJけるゆ｜斗の政治的発展に重大なi菊

中心的な問題濯をもハていろ土解釈するなれゴ，

ここムでわにくしが，,i，＼を見逃がす二とになみう。

他の中

同一では

なんとなれ

t乙至ったこの人民戦争についての観念は，

共の指導者群のそれについての観念と，

ないかも知れないということである。

毛の

じ企大会への報告『連合政府論」の中で表明され

11＇.：も重大注意味士もっケけるどちえるの；ま，

方イ1,いるふミJ1,の政if；に－－）， 、ての主体的理念と，

それぞれ異な

フた役｝えを果たしたのであって， それ放にまた人

民戦争の観念に対しては限定的な関与を行なった

かれらは毛の指導権のもとで，ば，毛はこの報告の

ljJで、，「＼民戦争」とL、うかれ山1Y葉で｝）.現される

政体（polityJのある一定の状態を概念｛じしてい

の同僚たおとの対応関係である。

さらjilij者の微妙な和違については，がらである。数<.J 0 そして，そω状態は毛の長＼L1:::n• ，うすれば，

ここでは特に，劉に詳細な研究が必要であるが，最も有効な方に対抗する解放区を運営するには，

少奇が［人民戦争」型政治を万能薬（almighty）でとの説明に

政治，経済，
。
，

）

土

F
h
u

’bw 

注

レ

」

る
・
態

あ
・
状

で

の
川
ノ
体

た

政

れ

な

し
午

i

J

h
咋／

汽

よ
み

の

と

そ

ザパ
νあ

ば

で

れ

l
仙
よ と推定しておいてあるとはみたしていながった，

も誤りではないように思えるのである。i l会，ぷ（ヒ，軍事の Lミ傾域を d含する全面的な

大衆動日の状況でああと考えれれよ～ E‘沢東t土当時の中共が

活面していたさまざまの課閣を処理するために，

自分のドで働く多様なタイプのサブ・リーダーを

当然のことではあるが，こうしfこ

かれのボヒュリスト的特性，軍人特動員状況は，

ゲ llラ的日t111的風七に根Jした政治的理念や
，
 

N
μ
1
0
 

～↑ 

かれらの中には，いわゆ

(the solidarity『maker，）もい

れば，「官僚」（theBureaucrats）も含まれていたで

保有する必要があった。

る f連帯感の完I］出者j

満足せしめるものであったに違いない。

lかt二こで，目、)Gさわねばなじなし、いは， 1Y41年

以来，解放区で達成された目ざましい立ち直りが，

構想、を，

延安後期の中国共産党の指あろう。けっきょく，ーゲーシソ Fの出現と、rr:行的E沢東山卓越しfニリ

毛沢東という有能な大戦略家であ

りかつまた魅力的人格を備えた指導者のもとに，

導部の特徴は，ニつの新しいに発生していたということである。

次のような推論を可能とす状況の1，可時的発生は，

微妙なイデ

オロギー上での多様性が許容されていたというこ

とであろう。

相互に強い連帯感を形成しながらも，「人民戦争j刑政治るよう仁思われる。

毛の指導権の正当性そのものと深く

ー〉まり，

の有効性は，

これまでに明らかにされた毛の権威形成

39 

だが，

大衆動員の成功にか

その有効性の実証は，毛ー

当然ながら，

けるもの期待は大きく，

1系わ〉ており，
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の政治的メカニズムと， かれのリーダーシップの

性質は，党に対する毛の支配の強さと同時に弱さ

をも示唆してL、るように思えるのである。既tこ明

らかなように，毛は白己の超越的権威をかれの

有力な同盟者たちの承認と協力を通じて達成した

のであ η た。この過程では，毛の同盟者たちは，

毛を積極的に象徴的地位に押し上げるぜこく努力を

傾けたのであった。しかも，達成された毛のカリ

スマ的指導（土，最高指導者たちの間での民主的で

友好的な人問団係を基礎として，機能していたの

である。そこでは政策決定は，十分な討論を経て

行なわれていた。 これらの条件は，おそらく，毛

の立場をより強力かつ安定しえもの（広範な支詩集

団の存在の故に）としたであろうが，反対にラそれ

は毛の指導を，事実上，同僚たちからの「集団の

圧力」の影響をより受けやすいものとしたであろ

う。 R • ¥1 --:/' (Richard Ro同）は，「党の指導者は

しばしば主張される程には強力ではない上うにみ

える。かれはまたよき服従者でもあらねばならな

い」位打と警いたが， 三れは毛沢東の場伶にもあ

てはまらと＼？！，われる。

また，毛のカリスマ的指導は， スターリンが自

己の見解を党に押しつけるのに， 自らが保有する

より静態的なずよの組織iメ吋主力に大きく依存した

のに反して，毛の場合にはよりダイナミヴクな大

衆動員を通じて達成されたのであった。だが，こ

の発生の基盤の変化は，毛のカリスマ的指導に大

きな影響を及lまさざるをえながったであろう。危

機と大衆動員が一度終，Uするや， それまで維持さ

れてきた毛の権威を，不変のままに保持すること

は困難であろう。 1950年代に起こったような緩和

と制度化の進行は，毛の人格化されたリーグーシ

ップを衰退に導く可能性を秘めていたとみること

ができる。新しく異なった環境のもとにおいて，

40 

指導者群の内部における毛のカリスマの「証し」

がi漫昧となる11ト Eの指導権t土、元来かれれ身の

思想の卓越しt七官lli(i（｛について完全には納得してし、

ないと思われる問慌たちからの「集団の圧力」に，

より一層さらされることになるであろう。 この場

合， “人の独政”と“思想、の独裁”はしだヤに分

離され， f毛沢東思想，ljの象徴としての機誌が維持

されることになるのである。 しかし，それに対す

る最高指導者の反逆もまた起とりえたのである。

Cl主1) 朱fi'.'.j ; Cヲ議告の， 1，ーとラ i：にしばし：L: fえ

仁ているが，夫J見いかなり衛ij'cてパ） ，＇（（， である。

（注2〕 車jtレ刊？「婦人前動の総J；日におけるいくつか

のー絵本（t」認識」， 1945年4月。
〔/.t3) Benjamin Schwartz, Stuc1rt Schram, Joh日

Lewis, T姐宮’！＇sou.Maurice M山市1erなどは， こ，，

問題について，いくつかのぷ文念発火しているの

（注4〕 毛沢東「悶民革命与農民運動」 (1926年9

月15日〉，『農民運動』，中国国民党中央執行委員会食

J,,;',j!動編集部，にj; L 、て，毛』i既に .~·uえ重視の悦 ：！.＇，r, 
l'IJ小してし、るつ

（注5) 『選集.！， 1964年， 1038～1042ページ。
（注6〕 ChalmersJohnson, "Chinese Communist 

Leadership and Mαss R田ponsc: the Y enan Period 

‘md the Socialist Education Campaign Period," in 
China in Cris，’s, vol. 1, Ed. by Ping-ti Ho and 
Tang Tsou (Chicago, 1968). 

（注7〕 RichardRose，“Complexities of Party 

Leadership，” in Parliamentary Affairs (Summer 

1963), p. 257. 

（調査研究部七千E調査研究員）
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